
ともに生きのびるための 自助・共助
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上日央時間 17分     [c#7499]

DVD 66,000円 (税抜)
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東日本大震災ではt高齢者。障害者などの災害時要援護者の支援に関し、様々な課題

が浮き彫りになりました。いま、災害時要援護者支援の取組みは、地域の共助を考える上

での大きなテーマとなうてきています6 災害が起きたとき、要援護者とその周囲の人々

が、ともに生きのびるためには何が必要なのか? 東日本大震災の教訓を踏まえ、要援

護者自身の自助t周 1囲の人々の共助のあり方を改めてみつめ直すための 市ヽ民向け啓発

教材です。

|プロ|口■グ

1名1簿の作成と活用

1避難1時の支援

1要援護者自身の備え

避難後の支援

人と人‐とのつながリ

東日本大震災の際、要援護者支援の様子はどのようなものだつたの

か、震災体験者へのインタビューを交えて解説します。

要援護者支援の基盤となる「避難行動要支援者名簿」。その役割につ

いて解説します。

要援護者の状況によつて必要な支援は異なりますが、まずは助け合い

の意識を持つことが必要です。

要援護者自身も支援を待つだけではいけません。要援護者自身が行う

べき備え、「自助」を考えます。

避難所での生活で必要となる支援は何か、震災体験者のインタビュー

を交えて解説します。

災害時要援護者の支援には地域の力が欠かせません。防災訓練などを

通して、住民どうし顔の見える関係を築いていきましょう。

■スタッフ

プロデューサー 川越英一

構成・演出  佐々木利男

撮影    松丸武彦

■インタビュー出演
・気仙沼市 前 総務部危機管理監 兼 危機管理課長

佐藤健―(アジア航測株式会社)

・気仙沼市障害者生活支援センター

センター長 青野繁清/相談支援専門員 鈴木陽子

■協力

気仙沼市障害者生活支援センター

練馬区危機管理室防災課

大泉第二小学校避難拠点運営連絡会

石神丼東小学校避難拠点運営連絡会

豊玉第二小学校避難拠点運営連絡会

春風小・光三中避難拠点運営連絡会

船橋市市長公室危機管理課

目黒区

パール商事株式会社

企画・制作 7千 葉エデュケーショナル株式会社
http://www chiba edu coip/ 2014年作品

△ 東映株式会社 教育映像吾K
●お買い上げは……

関東営業推進室

関西営業推進室

広 島出張所

福 岡出張所

東京都中央区銀座3217

大阪市北区梅田1126
広島市中区橋本町52
福岡市博多区中洲4318

〒104-8108803-3535-3631

〒5300001806-6345-9026

〒7300015 8082-511-2066

〒810-0801 8092-262-3101

北醍鑽像株糞会社
埼玉県さしヽた訴市緑区三室2190-2

TEL 048-810-5277  〒336-0911
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